西病棟チームカンファレンス記録
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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・9月20・21日グループ内研修がありますので、参加出来るスタッフは参加しましょう。

・服薬の薬袋が２６日より変更となり透明な袋に変わります。薬袋は、その都度薬局へ返却して下さい。

· 青森県障害福祉課より、青森県退院可能精神障害者実態調査の実施の依頼が来ています。Nｓ.は、それぞれ受け持ちの患者様の評価を行い、２５日までに佐々木JGMへ、メール添付にて送信をして下さい。

＜患者様連絡事項＞

· 宮本　建蔵様～鼻汁、くしゃみの訴えあり、本日の夕食前よりツムラ葛根湯（漢方製剤）　　　　　　　３×ｖｄｅ　３Ｔ処方となっています。引き続き、風邪症状の確認や観　　　　　　　察を行っていきましょう。

· 布施　邦雄様～9/29（土）から10/3（水）まで外泊予定となっている為、薬局へ２８日

までに病棟に薬を持ってくるよう伝えています。また、前回の外泊時に

薬を服用したか分からなくなる事あった為、服薬チェック表を持参させ事故防止に努める事としています。

· 杉澤　恵子様～本日、弟様より電話あり9/22　9時～12時前までの外出願いあり、安ヶ

平Ｄｒ.より許可となっています。出棟時、ご家族へ落ち着きのなさ見られている事や糖尿病の為、間食は禁止となっている事を伝えていきましょう。

＜退院療養検討会議＞

小林　理恵様　（３１）情緒不安定性人格障害　　　任意入院

入院日：H19.6.20　　　　　　　退院予定：H19.9.24

初外来日：H19.10.1　11:00～

入院中の様子：ベッド臥床傾向で午前中は、活動性の低さみられている。午後より除々に自室内から外に出られ、他者と交流を持ったり、テレビを観たりし過ごしている。

作業：作業導入するも、殆んど不参加　⇒本人は、やりたい事が無かったとも話している。

対人面：特定の患者様と交流を持てていた。

睡眠状況：熟眠感が得られず「あまり眠れなかった」と話す事多い。

服薬：服薬の必要性は理解できているが、習慣不規則でスタッフの声掛けを要さなければ、行動に起こさない事多い。

退院後：通院は継続する意志はあり、職場には徐々に復帰していく。

社会資源：自立支援医療費制度

＜転入患者様の情報交換・関わり方＞

工藤　紘子様（17）　摂食障害　　医療保護入院

危険性のリスク高い為、監視する人、監視される人の関係になりがちであるが、この関係性は避けるべきである。先入感を持って接するのではなく本人、自身が努力してきた部分（行動や選択）や従順な部分等良い点は、評価していきましょう。今後は①危険行為の有無の観察②食事摂取量の確認に重点をおいて、観察していきましょう。工藤様についての情報を共有し統一した看護を行う為にも、カンファレンスで毎日情報交換をし、対応の仕方などについて話し合って行く事としています。

＜猪股先生診察＞

駒木　洋士様　時折ふらつきがあると話しています。血圧やや低値の為、起立時はゆっくり動くようアドバイスあります。又、「いつ頃北病棟や青山荘に行けるんですか？」という話しきかれています。主治医からは１年継続して状態が安定していれば来春位にはその方向が可能である事・青山荘からの調査があり必ずしも入所出来るとは限らない事説明あり、了解しています。

大橋　照子様　診察室に入るなり「昨日のカルテの記録を見せて下さい。変な紙にサインさせられた。外出に行きたい。」と一方的に話しています。

9/28（金）9:30～11:00までスタッフ付き添いで買い物の外出許可となっています。

